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地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１４項前段の規定により知事等関係機関から監査の結果に基づ

いて措置を講じた旨の通知があったので、同項後段の規定により措置の内容を次のとおり公表する。 

 

令和３年１月２８日 

 

                        岐阜県監査委員  伊 藤 秀 光 

                        岐阜県監査委員  高 殿   尚 

                        岐阜県監査委員  鈴 土   靖 

                        岐阜県監査委員  長 縄 直 子 

                        岐阜県監査委員  南   圭 一 
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Ⅰ 平成30年度、令和元年度及び令和２年度定期監査の結果に基づき講じた措置の状況 

 

１ 平成30年度 

（単位：件） 

区分 

監査結果 措置済 今回措置を 

講じたもの  

未措置 

A B C A-B-C 

指摘事項 89 88 0 1 

指導事項 99 99 0 0 

検討事項 5 5 0 0 

計 193 192 0 1 

 

２ 令和元年度 

                                   （単位：件） 

区分 

監査結果 

 

措置済 今回措置を 

講じたもの ※ 

未措置 

A B C A-B-C 

指摘事項 106 106 0 0 

指導事項 126 126 0 0 

検討事項 6 6 0 0 

計 238 238 0    0 

 

３ 令和２年度 

                                       （単位：件） 

区分 

監査結果 

 

措置済 今回措置を 

講じたもの ※ 

未措置 

A B C A-B-C 

指摘事項 87 31 19 37 

指導事項 65  36 7 22 

検討事項 2 0 0 2 

計 154 67 26    61 

 

※「今回措置を講じたもの」については、令和３年１月４日及び同月13日に知事等関係機関から通知が

あったもの 

（注）監査結果の区分については、次のとおり。 

指摘事項：是正又は改善を求める事項のうち、その程度が重大なもの 

指導事項：是正又は改善を求める事項 

検討事項：事務の執行の適正化のため検討を求める事項又は他の機関の監査の結果として所管課に対

し是正若しくは改善を求める事項 
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Ⅱ 定期監査の結果に基づき講じた措置 

 

１ 令和２年度 

（１） 監査結果（指摘事項）に基づき講じた措置 

環境生活部 

機関名 監査結果 講じた措置 

美術館 観覧料の現金収入事務において、美

術館が業務時間内に売上金額及びつり

銭の定期確認を行ったところ、本来の

収納額に対し5,000円不足するものとな

っていたので、同様の事案が生じない

よう適正な事務処理について一層の徹

底を図られたい。 

本事案を踏まえ、観覧券の売買に伴

う現金の収受時において、現金を受け

取る皿と釣銭を渡す皿の色を分けるこ

ととした。 

また、監視マニュアルに職員の交代

時に収納額と販売した観覧券の金額が

一致しているか確認するように追加

し、実施させた。 

 旅費の支出事務において、職員は旅

費システムに復命入力し、旅行命令権

者から承認を受けた後、復命の内容に

誤りがあったことに気付き、新たな旅

行命令入力を行い、復命まで承認を受

けた。その後、当初の旅行命令につい

て、旅費の支出手続から削除の処理が

行われず、収支等命令者の決裁等を受

けたことで、１件1,443円が過払となっ

ていたので、速やかに措置するととも

に、今後は適正に処理されたい。 

対象の職員に対し、過払いとなった

1,443円について、納入通知書を交付

し、令和２年７月９日に納入したこと

を確認した。 

再発防止として、決裁ルートに担当

係長のほか担当課長も追加し、複数人

でのチェックを強化した。 

商工労働部 

機関名 監査結果 講じた措置 

食品科学研究

所 

 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として279,944円の費用負担

が発生するとともに、修繕料38,275円

が支払われていたので、職員の交通事

故防止について一層の徹底を図られた

い。 

当該職員に対し、交通安全の意識を

徹底し、再発防止に努めるよう注意指

導を行うとともに、所属職員に対して

も運転時の交通安全の意識、再発防止

について周知した。 

今後も継続的に、交通安全について

注意喚起を行い、交通事故防止を徹底

する。 

林政部 

機関名 監査結果 講じた措置 

森林研究所 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として232,540円の費用負担 

所属長から当該職員に対し厳重に注

意するとともに、全職員に対し状況に 
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 が発生するとともに、修繕料12,903円

が支払われていたので、職員の交通事

故防止について一層の徹底を図られた

い。 

応じて慎重な安全運転を行うよう指導

した。 

また、毎月１回開催する所内会議に

おいて、安全運転、交通事故防止につ

いて注意喚起している。 

 公務中に車両を損傷させた１件の毀

損事故について、修繕料114,674円が支

払われていたので、職員の毀損事故防

止について一層の徹底を図られたい。 

所属長から当該職員に対し厳重に注

意するとともに、全職員に対し公用車

及び県有備品の慎重な取扱いについて

指導した。 

また、毎月１回開催する所内会議に

おいて、安全運転、交通事故防止につ

いて注意喚起している。 

 県事務所 

機関名 監査結果 講じた措置 

揖斐県事務所 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として244,508円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

事故後、当該職員には所属長から口

頭注意を行った。 

また、所属職員には、全員に交通安

全に心掛けるとともに、交通事故発生

時の注意事項について再度周知徹底し

た。 

その後も、所内会議において、職員

の交通安全意識の徹底と交通事故防止

に心掛けるよう継続的に注意喚起し、

再発防止に努めている。 

東濃県事務所 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として115,560円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

当該職員に対し、運転中は周囲の確

認を徹底するとともに、再発防止につ

いて指導した。 

また、所属職員に対しては、令和元

年７月26日、29日に職場研修を実施

し、交通安全意識の徹底を周知すると

ともに、所内課長会議において、交通

法規の遵守、安全運転の励行を周知・

徹底した。 

今後も定期的に注意喚起を行い、交

通事故防止の徹底を図る。 

警察本部 

機関名 監査結果 講じた措置 

生活安全総務

課 

 公務中の２件の交通事故について、

損害賠償金として258,840円の費用負担 

 当該事故は、後方確認不十分なまま

後退したことから、車両と衝突した 
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 が発生し、また、修繕料187,649円（う

ち相手方負担分48,238円）が支払われ

ていたので、職員の交通事故防止につ

いて一層の徹底を図られたい。 

り、防災無線柱に接触したものであ

り、当事者から状況を聞き取り、事故

の問題点の洗い出しを行い、全課員に

対し後退時の補助者の誘導、降車確認

について徹底するよう指示し、併せ

て、後退時の実技訓練を行い運転技術

の向上を図った。 

交通事故防止については、課例会、

幹部会の都度、運転者及び側乗者によ

る安全確認の実施、駐車後退誘導の徹

底など具体的な指示を行い、事故防止

意識を醸成して再発防止を徹底する。 

生活環境課 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として60,350円の費用負担

が発生し、また、修繕料27,000円が支

払われていたので、職員の交通事故防

止について一層の徹底を図られたい。 

当該事故は駐車場内で後退する際、

左前方の安全不確認により、駐車中の

相手車両に衝突したものであり、当該

職員に対しては、公用車の運転に際し

て細心の注意をはらい運転するよう個

別指導を行った。 

また、事故発生の翌日、課員全員を

集め、バックによる車庫入れ訓練、後

方誘導訓練を行い、周囲の安全確認と

的確な誘導について指導を行った。 

 今後も、課内例会などあらゆる機会

を通じ交通事故防止対策及び安全運転

対策について指導を行う。 

自動車警ら隊 公務中の２件の交通事故について、

損害賠償金として326,747円の費用負担

が発生し、また、修繕料271,695円（う

ち相手方負担分54,159円）が支払われ

ていたので、職員の交通事故防止につ

いて一層の徹底を図られたい。 

当該職員に対して、交通事故が公務

にもたらす影響及び再発防止策につい

て、幹部による個別指導を行った。 

また、朝会において、当該職員が事

故の状況等について発表し、反省点・

安全運転上の留意点等について共有を

図った。 

全職員に対しては、朝会等におい

て、隊長、副隊長が交通事故防止に関

する指導教養を実施した。 

また、事故防止検討会を開催し、原

因分析、再発防止に関する意見交換等

を行い安全運転について再徹底を図っ

た。 

更に、駐車場においてロードコーン 
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  を使用して運転コースを設置したうえ

で、狭路走行、切り返し等の運転操作

基本訓練を実施し、運転技能等職務執

行技能の向上を図るなど再発防止に努

めた。 

今後も、あらゆる機会を通じて指導

を行い、安全運転意識の更なる醸成を

図り、交通事故防止に努める。 

捜査第一課 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として955,417円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

当事者から、交通事故の態様等を聴

取して原因を明らかにし、運転時の安

全確認等再発防止について指導した。 

 課例会において、課員に本件事故概

要を説明し、運転手と側乗者との連

携、指さし呼称等の基本を厳守するよ

う指示した。 

今後も、課例会等において、他山の

石として他所属における事例を手配

し、常に自戒、体現を図っていく。 

捜査第二課 公務中の２件の交通事故について、

損害賠償金として190,070円の費用負担

が発生し、また、修繕料4,037円（うち

相手方負担分2,019円）が支払われてい

たので、職員の交通事故防止について

一層の徹底を図られたい。 

事故発生直後、当該職員に対して

は、公用車運転時における交通事故防

止の個別指導をしたほか、併せて幹部

会を通して課員に対する安全運転の遵

守並びに交通事故防止を指示した。 

監査結果を受けて、幹部会において

当時の事故の状況と事故発生に至った

原因を説明、部下職員に対する公用車

事故の再発防止に向けた具体的な指示

を手配した。今後も課員一丸となって

安全運転の遵守並びに公用車交通事故

の再発防止に努める。 

捜査第三課 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として654,500円の費用負担

が発生し、また、修繕料168,674円が支

払われていたので、職員の交通事故防

止について一層の徹底を図られたい。 

事故当事者から、交通事故の態様、

現場の状況等を聴取して原因を明らか

にし、車両運転時の安全確認、渋滞時

における周囲への注意と事故防止対策

及び再発防止について指導した。 

課では、例会において公用車は公費

によって賄われた大切な物であるため

自家用車と同様に扱い、平素の点検及

び整備は欠かさず行うこと、交通事故

によって及ぼす公務への影響等につい 
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  て手配した。 

今後も運転手のほか、側乗者の安全

呼称、降車誘導など、交通事故防止に

関する教養を継続実施していく。 

組織犯罪対策

費 

公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として154,179円の費用負担

が発生し、また、修繕料390,970円（う

ち相手方負担分117,291円）が支払われ

ていたので、職員の交通事故防止につ

いて一層の徹底を図られたい。 

 幹部会議において管理官から、当課

の特徴として、出張が多く、活動エリ

アも広範囲に及ぶ事から、地域の道路

環境や交通規制状況に不慣れなまま運

転に従事するなど、注意が散漫になり

やすい事などを説明した上で、具体的

な事故事例を挙げて、交通事故防止の

注意喚起を行った。 

教養課が実施した運転技能訓練を受

講した課員によるフィードバック教養

を実施し、全職員に対して、後退時に

は安全確認及び誘導を確実に行うよう

徹底した。 

また、本室、特捜分室において、各

捜査員の目にとまりやすい箇所に「100

ゼロ事故防止５則」の表示を行い、車

両を利用する外部執行前には、次席や

調査官、補佐が直接、注意事項を支持

している。 

今後も全職員に対して、「交通事故

防止教育の継続実施」により、交通事

故防止に努める。 

交通指導課 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として11,480円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

本交通事故については、隘路の交差

点における自転車との出会い頭事故で

あり、運転者、助手席者が相互に道路

状況の点呼を行い、細心の注意を払っ

ていれば防止できた事故であったこと

から、運転者である当該職員及び助手

席同乗の職員に対して、隘路における

通行時の諸注意を相互に行うととも

に、交通事故事件を担う所属員とし

て、他職員の見本となるような運転を

心がけ、今後は安全運転で交通事故防

止を徹底するよう指導した。 

また、他課員に対しては、幹部会、

朝会において交通事故防止の徹底を指 
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  示した外、本件事故及び他所属の交通

事故の発生原因を他山の石として情報

共有し、交通事故につながる要因を踏

まえた交通事故防止教養を継続してい

る。 

運転免許課 普通運転免許試験の受験資格及び大

型運転免許の失効手続について、申請

者に誤った説明をしたことにより、申

請者が免許交付のために負担した費用

に対する損害賠償金として、２件

19,540円が支払われていたので、今後

は適正な事務処理について一層の徹底

を図られたい。 

 普通運転免許試験の受験資格の誤っ

た説明を発端とした損害賠償金の支払

いについては、申請者の旧姓を把握し

ていたにも関わらず、旧姓での照会が

なされていないことが原因であった。 

 警察署等からの受験資格照会時に作

成している様式に旧姓での照会実施の

有無を記載する欄を追加し、照会結果

を明確にするとともに、警察署等への

回答時には複数チェックを徹底するこ

ととした。 

 また、大型運転免許失効手続の誤っ

た説明を発端とした損害賠償金の支払

いについては、申請者の住所地が平成

30年７月豪雨により特定非常災害の被

害者の権利利益の保全等を図るための

特別措置に関する法律の対象地域に該

当しているかの確認がなされていない

ことが原因であった。 

 上記法津の適用となる災害について

一覧表を作成し、適用期間等を明確に

するとともに、受付時にはチェック表

を活用して適用の有無を複数人で確認

することとした。 

交通機動隊 公務中の３件の交通事故について、

損害賠償金として808,616円の費用負担

が発生し、修繕料5,500円が支払われて

いた。また、公用車が２台廃車（修繕

料相当額1,369,447円）となっていたの

で、職員の交通事故防止について一層

の徹底を図られたい。 

当該職員に対し、交通事故が公務に

もたらす影響及び再発防止策につい

て、幹部による個別指導を継続的に行

った。 

また、朝礼時において、当該職員か

ら事故の概要を説明させ、その反省点

について発表させた。 

全職員に対しては、朝会、例会時に

おいて、隊長、副隊長が交通事故防止

の安全運転教養を実施し、再発防止を

図った。 
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  また、事故防止検討会を開催し、原

因分析及び再発防止の意見交換を行

い、意識高揚を図るとともに駐車場に

おいてロードコーン等で囲みを作り実

技訓練を実施し、安全運転技能の向上

に努めている。 

今後も引き続き全職員に対し、交通

事故防止の徹底を図り、安全運転意識

の更なる醸成に努める。 

高速道路交通

警察隊 

公務中の２件の交通事故について、

損害賠償金として1,461,704円の費用負

担が発生し、修繕料149,589円が支払わ

れていた。また、公用車が１台廃車

（評価額1,400,976円）となっていたの

で、職員の交通事故防止について一層

の徹底を図られたい。 

当隊では、事故発生後、当事者に対

し事故の検証に基づいた個別指導を実

施するとともに、隊員に対してはヒヤ

リハット体験の発表や訓練を通じ、安

全優先の意識付けを行った。 

現在、事故を風化させないため、毎

朝、代表隊員に、交通事故防止の留意

事項を「事故防止川柳」として発表さ

せることや、勤務員と非番員で朝の体

操後、運転技能向上のためスラローム

走行や車庫入れなどの慣塾訓練を行う

など、隊員に対する意識付けを継続的

に行い、再発防止に努めている。 

飛驒警察署 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として84,260円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

事故を起こした署員に対し、車両を

運転する際の心構えを今一度指導し

た。 

署長・次長から全署員に対し、定期

的に開かれる朝会時等の折に、交通事

故防止についての指導・教養を行っ

た。 

車両を運行する際に気を付ける事や

心構え10点を、追突編後退編の５点ず

つの標語にし、朝会時に代表者がどち

らかを朗読、他の出席者も続けて朗読

し、事故防止に努めるよう徹底した。 

署員に対し、実車を使用して後退時

や切り返し時等の訓練を、朝会終了後

に行った。 

今後も、これらの指導・教養を全署

員に対して継続的に行い、交通事故防

止の徹底を図ります。 
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（２）監査結果（指導事項）に基づき講じた措置 

商工労働部 

機関名 監査結果 講じた措置 

木工工芸スク

ール 

消防用設備等に係る保守点検業務に

おいて、消防法（昭和23年法律第186

号）第17条の３の３の規定による点検

の結果、屋内消火栓設備及び自動火災

報知設備に不良箇所があり、令和２年

３月12日に消防署から改修を求められ

ていたにもかかわらず、確認時点（同

年８月21日）において改修のための契

約手続が行われていなかったので、速

やかに措置するとともに、今後は適正

に処理されたい。 

予備監査後、当該設備の不良箇所に

係る改修のための契約手続を速やかに

行い、改修完了後、所管消防署へ改修

報告書を提出した。 

今後は、見落としを防ぐため複数の

職員によるチェック及び情報共有を徹

底することにより、再発防止に努め

る。 

 木工芸術スクール寄宿舎浴室増設・

間仕切り設置工事に係る入札事務にお

いて、次の不適正な事項が認められた

ので、今後は適正に処理されたい。 

１ 最低制限価格制度を適用した工

事であったが、契約審査会調書に

最低制限価格を設定する理由等の

記載がなかった。 

２ 契約審査会議事要旨が作成され

ていなかった。 

今回の指導事項は、入札事務にかか

る職員の認識不足によることが大きい

ことから、必要な入札事務手続きにつ

いて、職員会議において周知徹底を図

った。 

今後は、会計事務全般において岐阜

県会計規則等を遵守するとともに、疑

義が生じた場合には出納管理課へ照会

するなど慎重に対応し、適正な会計事 

務に努める。 

食品化学研究

所 

通勤中にノート型パソコンを損傷さ

せた１件の毀損事故について、修繕料

72,600円が支払われていたので、職員

の毀損事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

当該職員に対し、パソコンの取り扱

いについて一層の注意を払うよう指導

を行うとともに、所属職員に対しても

パソコンの取り扱いについては、慎重

かつ厳重に注意を払うよう徹底を図っ

た。 

林政部 

機関名 監査結果 講じた措置 

恵みの森づく

り推進課 

建設工事に係る契約事務において、

公共工事の入札及び契約の適正化の促

進に関する法律（平成12年11月27日号

外法律第127号）等に規定する契約情報

の公表が行われていなかったので、速

やかに措置するとともに、今後は適正

に処理されたい。 

公表されていなかった建設工事に係

る契約情報については公表した。 

今後は、工事を発注する際には、担

当係において公表事務を行い、管理調

整係において公表の確認を行うなど所

属内でのチェック体制を強化するとと

もに、公表を担当する職員間の引継ぎ

を徹底し、再発防止に努める。 
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 県土整備部 

機関名 監査結果 講じた措置 

郡上土木事務

所 

 行政財産の目的外使用に伴う管理費

の収入事務において、未納者に対する

督促状の発行が１か月以上遅延してい

たものがあったので、今後は適正に処

理されたい。 

担当者による収入状況の日々の進捗

管理に加え、上席の課長及び係長が少

なくとも毎月２回（中旬及び月末）は

納期限までに納付されていないものが

ないか、督促が必要なものがないかを

ダブルチェックすることとした。 

警察本部 

機関名 監査結果 講じた措置 

刑事総務課 公務中にノート型パソコンを損傷さ

せた１件の毀損事故について、修繕料

93,744円が支払われていたので、職員

の毀損事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

発生直後、当該職員に対しては、次

席が毀損事故の発生状況及び原因を聴

取し、パソコンの適切な使用及び管理

について個別指導した。 

また、その他の課員に対しては幹部

会議における手配を通じて、本事故の

発生状況と原因を説明し各種端末の適

正な取り扱いについて教養し、継続し

て再発防止への注意喚起を行った。 

 監査結果を受けて、幹部会議におい

てパソコンの適正管理と周辺の整理整

頓を再手配し、パソコンの適正管理に

努める。 

各務原警察署 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として27,596円の費用負担

が発生し、また、修繕料148,610円（う

ち相手方負担分118,210円）が支払われ

ていたので、職員の交通事故防止につ

いて一層の徹底を図られたい。 

当該職員に対しては、交通事故が公

務にもたらす影響及び再発防止策につ

いて、幹部による個別指導を行った。 

全職員については、朝会において交通

事故の状況を説明して、防衛運転等の

具体的な注意事項を指示した。また、

駐車場において、狭路脱出訓練、方向

転換訓練などの車両走行訓練を実施

し、安全運転技能の向上を図った。 

今後も機会を捉え指示、指導及び訓

練を継続的に実施し、交通事故防止に

努める。 

 


